


年 厚木南公民館と厚木南地区の主なできごと

Ｓ38 厚木第二小学校開校

Ｓ47
厚木公民館から厚木南公民館（旭町三丁目）へ名称変更
初代館長：西山 三吉 氏

Ｓ49
厚木南児童館開館
第二代館長：聖代橋 芳雄 氏 就任

Ｓ50 ひまわり児童館開館

Ｓ54 厚木南公民館 木造から鉄筋コンクリート造へ

Ｓ55 第三代館長：吉田 省吾 氏 就任

Ｓ57
『公民館だより』発行開始（回覧での配布）
公民館に市役所連絡所が開設され、住民票等交付開始

Ｓ61 公民館だよりから『厚木南公民館だより』へ名称変更

Ｓ62 耐震性貯水槽（飲料水兼用）を厚木第二小学校地下に整備

Ｈ元 厚木南公民館だより全戸配布開始（4 / 1 5号から）

Ｈ４ 第四代館長：松尾 敏男 氏 就任

Ｈ5 厚木南公民館を増築し、２階２部屋、３階１部屋増設

Ｈ11
厚木南地区市民センターが開設され、公民館と併設となる
公民館貸館業務が無休になる

Ｈ13 厚木第二小学校 単独給食調理場開設

Ｈ14
第五代館長：今井 豊 氏 就任
厚木南地区安心・安全なまち会議を設立

Ｈ16
第六代館長：小林 正義 氏 就任
防犯モデル地区に泉町・旭町１丁目を指定
市制5 0周年を記念し、厚木南地区旗を作成

Ｈ17
厚木南地区地域福祉推進委員会を発足
厚木南地区地域子ども教室『わいわいクラブ』スタート

Ｈ18 第七代館長：宮田 幸紀 氏 就任

Ｈ20 厚木南老人憩の家『みなみふれあいプラザ』開館

Ｈ24 第八代館長：會田 昇 氏 就任

Ｈ25
相模川ローズガーデンがオープン、厚木南公民館建て替えのた
め『厚木南公民館建設促進委員会』を発足

Ｈ26 南口ホコ天まつり（前身はあさひ公園まつり）スタート

Ｈ29 勤労福祉センター跡地（旭町二丁目）に厚木南公民館完成

Ｈ30 第九代館長：石井 晃 氏 就任

Ｒ2
館長から地区館長になる
あさひ公園リニューアル（地下に雨水貯留施設を整備）

Ｒ3 本厚木駅南口再開発事業が完了

Ｒ4 厚木南公民館開館5 0周年

年 厚木市の主なできごと

Ｓ30
厚木町、南毛利村、睦合村、小鮎村及び玉川村が合併し、厚木市が誕生
その後、相川村、依知村を編入

Ｓ31 荻野村を編入

Ｓ37 人口：５０，０００人

Ｓ39 厚木市民憲章を制定

Ｓ44 市の木「もみじ」・市の花「さつき」を制定

Ｓ48 人口：１００，０００人

Ｓ51 小田急線本厚木駅の新駅舎が完成

Ｓ53 厚木市文化会館オープン

Ｓ56 人口：１５０，０００人

Ｓ57 小田急線本厚木駅ビルが完成

Ｓ58 米国・ニューブリテン市と友好都市を締結

Ｓ59 地下道、バスセンター完成、中国・揚州市と友好都市を締結

Ｓ60 秋田県・横手市と友好都市を締結

Ｈ元 荻野運動公園競技場オープン

Ｈ3 人口：２００，０００人

Ｈ8 「あゆみ橋」開通、埼玉県・狭山市と「防災姉妹都市」締結

Ｈ10
かながわ・ゆめ国体開催 厚木市では、ソフトボール、ソフト
テニス、弓道を開催

Ｈ12 ぼうさいの丘公園オープン

Ｈ14 特例市としてスタート

Ｈ17
市制施行５０周年
韓国・軍浦市、北海道・網走市と友好都市を締結

Ｈ20 第３回Ｂ-1グランプリで厚木シロコロホルモンがグランプリを受賞

Ｈ22
第５回Ｂ - 1グランプリを厚木で開催（首都圏初開催）
セーフコミュニティ認証取得、自治基本条例施行

Ｈ24 厚木市市民参加条例、市民協働推進条例施行

Ｈ26 アミューあつぎグランドオープン

Ｈ27
市制施行６０周年
あつぎ市民ふれあい都市宣言、セーフコミュニティ再認証取得

Ｈ30 沖縄県・糸満市と友好都市を締結

Ｒ3 セーフコミュニティ再々認証取得

Ｒ４ 人口（1 0 / 1 現在）：２２４，０９５人

▲現在の厚木南公民館

▲平成元年 旭町郵便局前

▲昭和40年代後半
本厚木駅南口

▲落成式の様子（Ｈ29.4）

▲公民館まつり （Ｈ27.11）

▲どんど焼き（Ｈ29.1）

厚木南公民館と厚木市の歴史


